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Ⅰ．はじめに 
 2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災は宮城県、福島県、岩手県を中心に甚代な災害
を及ぼし、死者約 16,000 人と 2,500 人を超える行方不明者を出す大惨事となった。 
 本学では、2011年6月10日～13日東日本大震災被災地復興ボランティア活動に福祉学部、
看護学部の 19 名が参加した。自らもそのボランティア活動に参加し、参加した後に学習に
対する思いに変化が生じた。そのため、本研究では同じくボランティアに参加した看護学生
にも学習に対して何らかの変化が生じたのではないかと考え、ボランティア活動に参加した
看護学生の学習意欲への影響について明らかにすることを目的とした。 
 
Ⅱ．研究方法 
1. 研究デザイン：質的記述的研究 
2. 研究対象者：2011 年 6 月 10 日～13 日の東日本大震災被災地復興ボランティア活動に参
加した看護学生 4 名 
3. 研究期間：平成 25 年 8 月１日～平成 25 年 12 月 20 日 
4. データ収集方法：研究の主旨に同意が得られた看護学生 4 名にインタビューガイドを用
い半構成的面接を行った。面接は２回実施し、1 回 30 分程度とし、面接内容は許可を得
IC レコーダーに録音した。面接はプライバシーの保てる場所で行った。 
5. データ分析方法：面接終了後逐語碌を作成し、研究目的に則した文脈や語句を抽出しコ
ード化し、さらにカテゴリ化した。全過程においてゼミ生 3 名、研究指導者の 4 名で分
析内容を検討した。 
6. 倫理的配慮：関西福祉大学倫理審査委員会の承諾を得、本研究を実施した。 
 
Ⅲ．結果 
 インタビューの結果、【学習意欲の向上】【既習学習の理解の深まり】【人間的深みの獲得】
【将来の職業に活かす】４つのカテゴリが抽出された。【学習意欲の向上】は≪災害看護に関
する学習への関心≫≪日常の学習意欲の向上≫で示され、【既習学習の理解の深まり】は≪コ
ミュニケーションの重要性の理解≫≪生理的欲求の充足の理解≫を示した。【人間的深みの獲
得】は≪価値の変化による人間理解の深まり≫を示し、【将来の職業に活かす】は≪経験を職
業に活かす≫≪子供たちに対する思いの深まり≫で示した。 
 
Ⅳ．結論 
 東日本大震災被災地復興ボランティアに参加した学生の学習意欲への影響は、『過去の学習
に対するもの』『現在の学習に対するもの』『将来の学習に対するもの』に分類された。 
 
  
1.認知症高齢者の症状に対するイメージについて 
－認知症高齢者を家族にもつ学生とそうでない学生との比較－ 
 
○島崎 朱里（神鋼病院），井上 し乃（淀川キリスト教病院），松上 あすみ（西神戸医療セ
ンター），丸山 真実（兵庫県立尼崎病院），鈴木 千絵子（関西福祉大学看護学部）  
Ⅰ．はじめに 
わが国の核家族世帯は 76.9％、三世代世帯は 18.8％であり（生労働省 2010）、現代の若者
は高齢者との同居経験や触れ合う機会が少なく、高齢者を理解することは日常的に困難な状
況にあるといえる。そこで、認知症特有の症状を理解し学生が実習へ行ったときの不安感や
困難感を少しでも軽減できるようにするために、認知症高齢者を家族にもつ学生とそうでな
い学生の認知症症状に対するイメージの相違を明らかにすることを目的として取り組んだ。 
Ⅱ．研究方法 
1．研究対象者：A 大学社会福祉学部（社会福祉学専攻）及び看護学部在籍中の 3・4 年生 427
名。 
2．データの収集方法と分析：質問紙を用いたアンケート調査。学部および学年による認知症
高齢者に対するイメージおよび知識の実態、認知症高齢者の家族の有無によるイメージおよ
び知識について、t 検定、χ2乗検定にて検討。統計ソフトは SPSS17.0 for windows を使用。 
3．倫理的配慮：調査に対する参加の任意性やプライバシーの保護について説明。回収したデ
ータは厳重に管理を行い、研究が終了した時点で速やかに破棄すること等を書面と口頭で説
明し同意を得た。さらに関西福祉大学倫理委員会の承認を得て行った。 
Ⅲ．結果 
回答者 189 名（回収率 44.3％）のうち、家族に認知症高齢者がいる学生は 49 名（25.9％）
いない学生は 140 名（74.1％）。認知症高齢者を家族にもつ学生とそうでない学生の両者が
イメージしやすい症状は、「もの忘れ」（53.1％）「失語」（55.1％）であり正解率が半数を
超えていた。症状問題では「記憶障害」（65.1%）と「周辺症状」（73.9%）の正答者率が高
かった。両者がイメージしにくい症状は、記述問題の「失行」（34.7％）と症状問題の「失
見当識」（46.9％）、また「失行」についての知識を問う問題の正解率が低かった（43.4％）。
認知症高齢者を家族にもたない学生のみがイメージしにくい症状として、認知症高齢者を家
族にもつ学生と、そうでない学生ではイメージに相違はみられなかった。興味と知識につい
ては、認知症高齢者を家族にもつ学生とそうでない学生において有意な差はみられなかった。
しかし、記述問題では認知症高齢者を家族にもつ学生の正解率（47.7%）は、もたない学生
（57.7%）より低かった。症状問題では認知症高齢者の家族の有無と得点に有意な差は認め
られなかった（P=0.867）。認知症高齢者への興味は、看護学部と社会福祉学部間では有意な
差は認められなかった（Ｐ=0.227）。看護学部では 3 年より 4 年の方が興味が高かった
（P=0.001）。記述問題では、すべての問題で看護学部の 4 年の正解率（73.3～90.0％）が看
護学部 3 年の正答者率（31.9～72.3％）よりも高く、症状問題においても看護学部の 3 年より
も４年の得点の方が有意に高かった（P=0.014）。 
Ⅳ．結論 
看護学部の学年別で差があったことから認知症症状を教科書や講義だけでなく実際的に学
ぶことの重要性と認知症症状についてリアルに感じられる機会をつくる必要があることが示
唆された。 
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